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昭和３１年、役員の総改選が行われ

る予定だったが、人事一新が容れられ

ず人事は再選と決まった。 
当時の問題は、前号でも取り上げて

いた「教員養成機関の在り方」で、友

松会としても「母校を教員養成機関と

しての、専門的な学校にしていくこと

を強く要望していく」ということを考

えていたようである。 
母校の実情は、教官の中に、「教員

養成を念としておられる教官も多数

いる」と書かれている一方、「教員養

成を目的としてはいないと高言して

いる者も多数いる」と書かれている。

既に学芸学部として発足して半年余

り経っているのに学部長さえ決まっ

ていなかったという。 
 

 
右の記事は、昭和３１年に卒業した、佐藤

氏と小林氏の「初めて教壇に立ちて」という

所感である。 
当時は、なかなかの就職難であったという

ことが読み取れる。 

 
当時の友松会の会費納入会員は、４６５１人である。友松会の事業としては、①会員相互の親睦修養 ②会報の発行 ③会員名

簿の編集 ④会員相互の福祉厚生 ⑤会員相互の慶弔 ⑥母校教育施設の後援 ⑦その他、となっている。会費は１人２００円で、

現在は無いが入会金を取っている。 
【昭和３１年卒業者】                                               【学芸学部学生数】 

 卒業者 小学校 中学校 その他 進学 未就職  学 年 １年 ２年 ３年 ４年 計 

男 199 100 62 9 15 13 定 員 390 320 390 320 1,420 

女 181 140 26 5 5 5 現 男 195 175 200 264 834 

計 380 240 88 14 20 18 員 女 104 86 96 68 354 

 

「友松」の変遷 Ⅱ 


